
 

科 目 名 保育心理演習  単位 2.0 

担当教員 大住 誠 

授業形態 演習 開講期間 後期 配当年次 3,4 授業番号 4420 

 

●授業のテーマ 

保育に臨床心理学的な方法を取り入れ、特に箱庭療法を中心としたプレイセラピーを体験学習する。 

 

 

●到達目標 

遊戯療法が施行出来るようになることが目標である。 

 

 

●学習内容(授業概要) 

 箱庭療法や他の遊戯療法の体験指導を行う。 

 

 

●学習内容(授業計画) 

１、乳幼児のこころ発達と課題 

２、乳幼児期の問題行動 

３、遊戯療法の実際 

４箱庭療法、遊戯療法の体験学習 

 

 

●準備学習・事後学習の内容 

特になし 

 

 

●成績評価方法・基準 

体験学習をとおして課題レポートを作成させ、それを評価の基準にするとともに、従業態度（出席している

かどうかなど）も評価の対象にする。 

 

 

●テキスト（必携） 

１，「箱庭療法入門」河合隼雄編、誠信書房 

 

 

●参考文献／その他 

「ライフサイクルぼ心理学」松尾恒子他 燃焼社 

 

 

●履修上の注意 

欠席しないこと 

 

 


